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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

毎月第３日曜日に、消防本部
で、ＡＥＤと心肺蘇生法の

講習会を開催します。
これは、過去に心肺蘇生法の

みの救命講習（３時間コース）を
受講した人で、ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の取り扱いの説明を
受けていない人を対象にした講
習会。再受講を希望する人は、

前日までに消防署救急係まで電
話で申し込んでください。
また、１０人以上のグループな

どで、ＡＥＤと心肺蘇生法の講習
の希望があれば、随時出向いて
講習をします。消防署救急係へ
相談してください。

ＡＥＤは、心臓に電気ショック
が必要かどうかを判断し電気シ
ョックを行うことのできる医療
機器。きびじアリーナ、サンロ
ード吉備路、市内の小・中学校、
高校、大学などに設置されてい
ます。

④人工呼吸
気道を確保したまま、胸が膨ら

む程度に空気を吹き込む。⑤の胸
骨圧迫と繰り返し行なう

⑤胸骨圧迫
胸の中央が４～５㎝沈む程度、

両手で真上から、おおむね２０秒
間に約３０回押す

⑥ＡＥＤを使用
ＡＥＤの電源を入れ、心臓を挟

むようにパッドを張る。この間
も胸骨圧迫は続ける

⑦ＡＥＤの指示どおりに
ＡＥＤの音声に従い行動する。

電気ショックをする場合には、胸
骨圧迫は中止する

②協力者を求める
１１９番通報やＡＥＤを持って来

る人など、救助の協力者を大き
な声で周囲に求める

③気道の確保と呼吸の確認
あごを上げ気道を確保し、鼻・

口による呼吸音や胸の動きで呼吸
を確認する。呼吸がなければ④へ

①意識の有無の確認
肩を叩いたり、大きな声で問

い掛けたりして、意識の有無を
確認する。意識がなければ②へ

　希望があれば、出向いて講習をし

ています。消防署に日時や場所、人

数などをお知らせください。　※日程を調整させていただく場合があります。

b４月２４日、サンロードで実施された
企業の職場研修での救命講習会。消防職
員の指導で、ＡＥＤの使い方と心肺蘇生
法のやり方を学ぶ参加者

申込先・問い合わせ　消防署救急係（1９２－８３４６）

救急車が到着するまで、
この手順を続けてください。
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水路のごみを拾う子ども会のメンバー




